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コンジョイント分析法における回答のあいまいさの扱い方  
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1．まえがき   

従来のコンジョイント分析法では、矛盾する回  

答があると捨てられていた。しかし、データを捨  

てていると、有効データは限られてしまう。そこ  

で、矛盾するデータからも、できるだけ有効情報  

を抽出することを考える。  

2．ファジィ・コンジョイント・モデル   

次のようなコンジョイント・モデルを考える。  

選好対象fの効用坊は  

類（i）＝旬耳卜旬（f十り；J（〟）＝1‥〟＞0  

＝0：α＜O   

Vf2＝α榊（り   

Vf3＝∑α〆庫¢）十∑（J¢庫¢））毎（f）  

ノ，た  ノ戒  

＋【1一丁（蕪（瑚怖拍））   

り＞0をファジィ数の場合にどのように捕らえるか  

が問題である。そこで次の3種類の考え方を取り上  

げる。  

（1）三角型ファジィ数j＝（恥α2，〟3）の順序づけとし   

てre】nOValtl】   

∧rJリ  

坊＝抑（り  
（1）  

御舟）＝1：対射が属性種別ノの分類た  

に属する  

0：その他  

で与えられる。ここではカテゴリカル・データだ  

けを取り上げたが、数値データが含まれても同様  

の議論が可能である。   

コンジョイント分析法は、回答者が対象fに与え  

る選好順位と効用巧の大きさの順位とがなるべく  

矛盾しないようにα庫を決める方法である。対象～  

が選好順位の順に並べられているとすると  

坊＞U挿＜力）  

であってほしい。ここでは、坊とぴぁの順位が逆転  

しているとき、それは仰のあいまいさに起因して  

いると考える。すなわち、α庫は確定値（通常数）  

ではなく、下限値を（α庫－Cノた）、上限値を  

（α、／た十布）、モードをα庫とする三角型ファジィ  

数（叫－Cノた）（叩一叩，叫，α．甚十毎）であると考  

える。このとき、隣り合う対象の効用差り＝  
均一U最も三角型ファジィ数（v山り2，Ⅵ3）で与えら  

れる。ここで   

V∫1＝α〆紳‾ 
． 

十【1一丁（そ甚（り）】d庫¢））  

月（40）＝（q＋2〟2十α3）／4  

を用いる。すなわち  

に）  

月（坊，0）＞叫町“0）ならばわf＞亘．1   

と考える。このとき、つぎのようなLP問題が考   

えられる。   

《Fl≫  

〃－1   

max（‾（C庫項》  

S．t．  

（vgl＋21写2＋Vf3）／4一郎＝g  

∑α庫＝王α庫，C庫，d庫≧0  
ノ，た  

（2）力∫＝Vi2／（vf2一明）の′に関する最小値をできる   

だけ大きくしたい。すなわち、   

maxajk，Cjk，4jkminihi  

（3）v∫1，Vf3のJに関する最小値をできるだけ大きく   

したい0すなわち、maXak，Ck，kminiVil   
jjj   

かつmaxα，k，Cjk，1jkminiVi3i   

ただし、（2），（3）についてはIrivialな解を避けるため  

に文献［2］で示したような坊＞玩．1を保証する制約  

を考えなくてはならない。  
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表1 ボイスメールサービスの属性種別  

k  

Z   

入会金   口  2千円  2万円   

月額基本料   Ⅲ  2百円  5千円   

使用料／分   ⅢⅠ  5円  50円   

最大メッセージ数  IV   5   50   

保存期間   V  1週間  1ケ月   
Vfl O  り2  y月  

表1 ボイスメールサービスの選択肢  
3．ボイスメールサービスへの適用   

表1の5属性で規定される8種類のボイスメー  

ルサービス（表2）に対してコンジョイント分析を  

行う。これらのサービスを定性的に順序付けると  

（i）サービスBは最下位 mi叫坊＝Uβ  

（ii）サービスFはサービスA，Eよりも上位  

【互＞坊4，Ug  

（iii）【b＞Uc←UG＞抽  

UβくUc■ナUGくU〃   

15社から得た回答のうち7社がこれらの条件を満た  

していなかった。これらの回答は既存の方法では  

無視するか矛盾を許容するかしかなかった。これ  

に対し、《Fl≫ではg＝0すなわち同順位を許容し  

た場合には、矛盾回答の7社のうち2例で矛盾のな  

い解を得ることができたが、逆に同順位の解が増  

えてしまった。取り敢えずg＝0．01とすると同順位  

のものをなくすことができた。しかし、表3の企  

業1の結果から分かるようにまだ改善の余地があ  

ることは明らかである。今後、（1）の改善とともに  

（Z），（3）についても検討を進めたい。  
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Ⅳ   V   

A  2万円  5千円  50円   50   1ケ月   

B  2万円  5千円  50円   5   1週間   

C  2万円  2▲百円  5円   5   1ケ月   

D  2万円  2百円  5円   50   1週間   

E  2千円  5千円  5円   5   1週間   

F  2千円  5千円  5円   50   1ケ月   

G  2千円  2百円  50円   50   1週間   

H  2千円  2百円  50円   5   1ケ月   

表3 坊の値  

順  E  順  E  

位  位  

D  4  4  G  4  3．99   

C  3  3．98  D  3  3．005   

F   3  3．97  H  3  2．995   

E  2  3．95  C  2  2．01   

G  Z  0．03  F  2   2   

A    0．02  E   1．005   

H  10．01  

B  0  0  B  0   0   

企業1  企業2   
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